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2-5　　防災体制の充実

●事務事業の内容

①防災資機材の充実により、災害対応力を高める。
②防災指導者を育成し、地域の防災活動の活性化を図る。
③自主防災組織活動の活性化により、防災意識の高揚を図る。

東海地震・神奈川県西部地震の切迫性及び富士山噴火に対し住民の関心が高まり、自主防災活動の必要性と活性化
が求められている。

東海地震、富士山噴火等の災害に対する地域防災力の向上のため、自主防災組織の育成及び自主防災活動の活性化
を図る。

目　的
（何のために）

事務事業実績

自主防災会

●事務事業の実績・投入コスト

平成13年度から自主防災活動にかかる交付金を交付している。
平成15年度から地域に防災指導者となる防災部長を選任し、自主防災活動の活性化と組織の自立を推進する。

見直し改善の
経過

年度

補助金（５０組織）及び交付金（５７組織）を交付
防災部長選任区・・・５５区

政　策 2-5-1　災害に強いまちづくり

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等 御殿場市自主防災会連合会規約、自主防災対策事業補助金

関連
政策

整理番号 25204-010

防災対策室　防災スタッフ

自主防災活動推進事業事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや
り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

①防災資機材等にかかる補助金を交付する。
②自主防災組織の活動にかかる交付金を交付する。
③各種研修会等を実施する。

一次評価

平成16年度
補助金（４５組織）及び交付金（５５組織）を交付
防災部長選任区・・・４８区

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

★★★

平成17年度

継続

補助金（４９組織）及び交付金（５７組織）を交付
防災部長選任区・・・５５区

改革により予
想される成果

　自主防災組織の活性化及び資機材整備により、地域の防災力を高め、災害への対応力が向上する。

平成19年度か
らの対応

　｢自主防災組織分析シート｣により、自主防災組織の現状を把握し、市からの適切な指導・助言により自主防災組
織の防災力の向上に努める。

平成20年度以
降の対応

　同上

継続

コメント

コメント

市内全域の自主防災会組織・体制を整備し、災害時等の自主的
な活動と、平常時の防災活動の活性化のため、今後啓発活動を
強化したい。

災害時に適切な対応するには普段からの訓練や知識が必要であり、自主活動
への助言や啓発にも併せて努められたい。

今後の方向性

今後の方向性

継続
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